


















 1. ウィーン体制によるヨーロッパの安定 




  一、規範としての国際会議 
  二、規範とヨーロッパ協調の効能 
（4）規範説に対する勢力均衡説の批判 
小括 国際政治学における理論研究の問題点 
  3. ロシア皇帝ニコライ一世によるウィーン体制への関与についての研究史と問題 
   （1）アレクサンドル一世のウィーン体制への関与と彼の遺産 
   （2）ニコライ一世の外交政策における神聖同盟の役割 
   （3）ニコライ一世の外交政策研究におけるイデオロギー偏重の問題点 
   （4）ベルギー独立問題を巡るロシア外交史研究とその問題点 
    小括 本研究の課題 
  4. 使用する史料と方法論 
 
第 1章 ロシアの軍事介入とウィーン体制の規範 
  はじめに 
 1. ベルギー独立問題の勃発とロンドン会議 
 2. 国際会議を巡る規範とロシアの対応 
 3. 内政不干渉の原則へのロシアの対応 
 小括 
 








 2. 対仏抑止のための協調と対英認識の変容 
 3. レオポルドの即位とオランダの軍事侵攻をめぐる対英認識 
   （1）第 26議定書とイギリスへの不満 
   （2）オランダのベルギー侵攻と露英関係 
 4. 24か条条約の批准を巡る露英関係 
 小括 
 
第 3章 7月革命以降のロシアによる勢力均衡による対仏抑止 
 はじめに 
 1. ヌムール擁立問題に関する対仏抑止 
 2. イタリア半島へのフランスの介入への対処 










北アジア研究』（21）， 2017 年 2月刊行，45-70頁 
第 1 章「ヨーロッパ協調とニコライ一世の外交政策―ベルギー独立問題への対応から―」
『東北アジア研究』（21）， 2017年 2月刊行，45-70頁 
第 2 章「ニコライ一世の外交政策における対英協調と対仏抑止―ベルギー独立問題の事例

























































立問題への対処に関する研究は，革命への対抗のために 1830 年 10 月にニコライ一世が企



















































第 3章においては，第 2章でも取り上げた 1831年 1-2月のヌムール公擁立問題，1831年














































































































大きな指針となったことが示唆される。従って，1830 年 7 月革命以降のロシアの政策方針
は，「勢力均衡の原理に基づく対仏抑止を通じた対英協調」という中範囲の理論によって，
説明可能である。 
 
